
交
通
機
関
の
遅
延
で
遅
刻
扱
い
に
な
り
内
申

や
進
路
に
影
響
す
る
」
な
ど
、
通
学
環
境
が

こ
ど
も
達
の
教
育
や
将
来
に
も
影
響
す
る
と

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
年
代
や
地
域
で

も
公
共
交
通
機
関
に
対
し
て
の
利
便
性
の
向

上
を
求
め
る
声
が
多
く
、
こ
こ
を
大
き
く
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
交
通
渋
滞
解
決
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て

見
つ
か
っ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
策

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
琉
球
大
学
で
は
、
通
勤
・
通
学
の
半
数
以

上
が
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し
て
お
り
、
マ
イ

カ
ー
通
勤
・
通
学
は
大
学
へ
の
交
通
集
中
に

よ
る
渋
滞
や
学
内
駐
車
場
で
の
接
触
事
故
を

誘
発
し
て
い
る
ほ
か
、
排
気
ガ
ス
な
ど
の
環

境
面
で
も
懸
念
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

琉
球
大
学
の
駐
車
場
の
利
用
に
お
い
て
は
許

可
制
や
登
録
制
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
料
金

は
無
料
で
開
放
し
て
お
り
、
日
中
の
駐
車
率

が
90
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
マ
イ
カ
ー
の
代
替
と
な
る

公
共
交
通
は
、
乗
り
換
え
の
不
便
さ
や
運
行

頻
度
、
料
金
の
高
さ
な
ど
サ
ー
ビ
ス
面
で
限

界
が
あ
り
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
へ
の

転
換
が
進
ま
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
利
用
し

た
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（※

）の
導
入
検
証
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
非
接
触
型

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
動
し

て
お
り
、
マ
イ
カ
ー
以
外
の
他
交
通
形
態
で

大
学
に
通
勤
・
通
学
し
た
場
合
に
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
学
周

辺
の
最
寄
り
駅
や
バ
ス
停
か
ら
の
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
の
移
動
手
段
と
し
て
の
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
他
、
相
乗
り
や
路
線
バ

ス
な
ど
を
想
定
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

が
マ
イ
カ
ー
利
用
の
抑
制
や
バ
ス
利
用
の
促

進
に
つ
な
が
る
か
検
証
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
Ｊ
Ｕ
Ｎ

Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ａ 

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
」
や
、
新
た
な

交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
が
進
む
中
、
名
護

地
域
の
交
通
需
要
は
更
に
増
し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
名
護
市
で
は
、
地
域
間
格
差
、
少
子
高
齢

化
、
環
境
対
策
な
ど
の
共
通
課
題
に
加
え
、

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
、
観
光
消
費
の
伸
び

悩
み
、
人
材
確
保
の
必
要
性
な
ど
独
自
の
問

題
に
直
面
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
処
す
る

た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
と
政
府
の
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
施
策
を
活
用
し
、
経
済

金
融
活
性
化
特
区
と
し
て
独
自
の
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
一
般
社
団
法
人
名
護
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

推
進
協
議
会
が
令
和
５
年
１
月
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
名
護
市
の
交
通
課
題
及
び
そ
れ
ら
の
解
決

策
と
な
り
得
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
技
術
に
関
す
る

講
義
と
名
護
市
と
縁
の
あ
る
事
業
者
と
地
元

学
生
と
の
共
創
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
名
護
市
の
交
通
課

題
を
整
理
し
、
各
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

た
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
案
と
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
作
成
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
取

組
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
３
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
地
元
学
生
が
中
心
と
な
り
、

名
護
市
の
交
通
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
作

成
し
た
事
業
案
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
案
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　
沖
縄
は
多
く
の
有
人
離
島
を
抱
え
る
県
で

も
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
等
を
背
景
と
し

た
人
口
減
少
が
進
む
離
島
も
多
く
、
交
通
分

野
の
み
で
な
く
、
福
祉
等
の
様
々
な
分
野
に

お
け
る
人
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

他
分
野
と
の
共
創
を
通
じ
た
地
域
公
共
交
通

の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
課
題
解
決
に
向
け
、
令
和
６
年
度
、
沖
縄

県
及
び
多
良
間
村
が
主
体
と
な
り
、「
〝
共

創
〞
で
住
み
続
け
ら
れ
る
島
へ
　
多
良
間
型

交
通
共
創
モ
デ
ル
実
証
事
業
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
集
落
内
に
お
け
る
高

齢
者
等
の
買
い
物
や
健
康
教
室
等
に
利
用
す

る
新
た
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
、
村
営
バ
ス
を
活

用
し
た
港
止
め
荷
物
の
置
き
配
サ
ー
ビ
ス

（
貨
客
混
載
）
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
別
途
、
多
良
間
村
に
お
け
る
自
動

運
転
の
導
入
に
向
け
た
技
術
検
証
や
実
証
等

も
行
う
な
ど
、
離
島
に
お
け
る
持
続
可
能
性

の
高
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
に
向

け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
企
画
室
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
１
２

　
沖
縄
で
は
、
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど

自
家
用
車
中
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
こ
れ

ま
で
の
成
長
を
支
え
て
き
た
一
方
で
、
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
に
よ
る
時
間
損
失
・
生
産
性

低
下
、
著
し
く
低
い
公
共
交
通
の
分
担
率
に

伴
う
環
境
の
悪
化
、
二
次
交
通
の
利
便
性
の

低
さ
に
よ
る
観
光
客
の
沖
縄
離
れ
な
ど
、
こ

の
ま
ま
で
は
、
沖
縄
の
生
活
・
社
会
、
ビ
ジ

ネ
ス
、
観
光
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
か
ら
の
脱
却
を
図
る
た
め
、
経
済

界
、
交
通
・
観
光
関
係
者
、
行
政
等
が
一
体

と
な
っ
て
「
沖
縄
の
あ
り
た
い
姿
」
の
実
現

に
向
け
、 「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
」と「
効

率
的
な
移
動
環
境
の
整
備
」
を
車
の
両
輪
と

し
て
、
沖
縄
の
交
通
や
都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ

ン
に
取
り
組
み
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
県
内
の
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い

る
沖
縄
の
交
通
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
交
通
渋
滞
が
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

首
里
地
区
は
、
道
幅
が
狭
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

中
南
部
の
市
外
か
ら
那
覇
の
中
心
地
へ
向
か

う
通
過
地
点
で
あ
る
こ
と
や
、
坂
が
多
い
こ

と
で
住
民
の
移
動
手
段
が
車
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
首
里
に
は
モ
ノ
レ
ー
ル
の
駅
が

あ
り
、
市
内
外
の
バ
ス
路
線
が
通
っ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
公
共
交
通
を
利
用
出
来
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
長
年
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
昨

年
か
ら
首
里
地
区
を
対
象
に
内
閣
府
沖
縄
振

興
局
と
沖
縄
総
合
事
務
局
が
共
に
進
め
て
い

る
取
組
と
し
て
、
今
年
は
、
首
里
高
校
１
年

生
と
銀
行
３
行
の
職
員
を
対
象
に
、
今
ま
で

の
通
勤
・
通
学
ス
タ
イ
ル
を
一
定
期
間
見
直

し
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
通
勤
・
通
学

を
し
て
み
た
り
、
車
移
動
以
外
に
も
様
々
な

手
段
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う
機
会

と
し
て
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
交
通
渋
滞
の
大
き
な
要
因
の
１
つ
と
し
て

は
保
護
者
に
よ
る
学
生
の
送
迎
が
あ
げ
ら

れ
、
学
生
が
夏
休
み
に
入
る
８
月
は
朝
の
渋

滞
が
落
ち
着
く
と
い
っ
た
声
も
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
沖
縄
県
で
は
学
生
の
送
迎
に
関

す
る
問
題
点
や
解
決
策
に
つ
い
て
、
北
・
中
・

南
部
地
域
の
大
学
や
高
校
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
う
と
と
も
に
、
県
内
ほ
と
ん
ど
の
高

校
生
と
そ
の
保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
た
い
が
遅
延
な
ど
に
よ

り
学
校
の
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
」
や
「
自

宅
近
く
を
走
っ
て
い
る
公
共
交
通
機
関
が
な

い
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
あ
っ
た
一
方
、
そ

の
た
め
の
解
決
策
と
し
て
、「
公
共
交
通
機

関
の
遅
延
に
よ
る
遅
刻
を
な
く
し
て
ほ
し

い
」
や
「
公
共
交
通
機
関
の
路
線
を
増
や
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
、
高
校
生
、

大
学
生
、
地
域
間
で
の
意
見
の
差
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
高
校
生
の
保
護
者
か
ら
「
交
通
の
便

が
悪
く
学
校
選
択
の
幅
が
狭
ま
る
」、「
公
共

特  集  3 Special Feature

首里高校でのワークショップの様子

浦添高校でのワークショップの様子

首
里
地
区
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

転
換
に
向
け
た
取
組

（
内
閣
府
沖
縄
振
興
局
・
沖
縄
総
合
事
務
局
）

県
内
学
生
の
巻
き
込
み
（
沖
縄
県
）

沖縄交通リ・デザインに向けた
県内各地のアクションを紹介します !!
沖縄交通リ・デザインに向けた

県内各地のアクションを紹介します !!

沖
縄
交
通
リ
・
デ
ザ
イ
ン
と
は
？
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交
通
機
関
の
遅
延
で
遅
刻
扱
い
に
な
り
内
申

や
進
路
に
影
響
す
る
」
な
ど
、
通
学
環
境
が

こ
ど
も
達
の
教
育
や
将
来
に
も
影
響
す
る
と

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
年
代
や
地
域
で

も
公
共
交
通
機
関
に
対
し
て
の
利
便
性
の
向

上
を
求
め
る
声
が
多
く
、
こ
こ
を
大
き
く
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
交
通
渋
滞
解
決
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て

見
つ
か
っ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
策

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
琉
球
大
学
で
は
、
通
勤
・
通
学
の
半
数
以

上
が
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し
て
お
り
、
マ
イ

カ
ー
通
勤
・
通
学
は
大
学
へ
の
交
通
集
中
に

よ
る
渋
滞
や
学
内
駐
車
場
で
の
接
触
事
故
を

誘
発
し
て
い
る
ほ
か
、
排
気
ガ
ス
な
ど
の
環

境
面
で
も
懸
念
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

琉
球
大
学
の
駐
車
場
の
利
用
に
お
い
て
は
許

可
制
や
登
録
制
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
料
金

は
無
料
で
開
放
し
て
お
り
、
日
中
の
駐
車
率

が
90
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
マ
イ
カ
ー
の
代
替
と
な
る

公
共
交
通
は
、
乗
り
換
え
の
不
便
さ
や
運
行

頻
度
、
料
金
の
高
さ
な
ど
サ
ー
ビ
ス
面
で
限

界
が
あ
り
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
へ
の

転
換
が
進
ま
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
利
用
し

た
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（※

）の
導
入
検
証
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
非
接
触
型

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
動
し

て
お
り
、
マ
イ
カ
ー
以
外
の
他
交
通
形
態
で

大
学
に
通
勤
・
通
学
し
た
場
合
に
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
学
周

辺
の
最
寄
り
駅
や
バ
ス
停
か
ら
の
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
の
移
動
手
段
と
し
て
の
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
他
、
相
乗
り
や
路
線
バ

ス
な
ど
を
想
定
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

が
マ
イ
カ
ー
利
用
の
抑
制
や
バ
ス
利
用
の
促

進
に
つ
な
が
る
か
検
証
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
Ｊ
Ｕ
Ｎ

Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ａ 

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
」
や
、
新
た
な

交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
が
進
む
中
、
名
護

地
域
の
交
通
需
要
は
更
に
増
し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
名
護
市
で
は
、
地
域
間
格
差
、
少
子
高
齢

化
、
環
境
対
策
な
ど
の
共
通
課
題
に
加
え
、

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
、
観
光
消
費
の
伸
び

悩
み
、
人
材
確
保
の
必
要
性
な
ど
独
自
の
問

題
に
直
面
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
処
す
る

た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
と
政
府
の
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
施
策
を
活
用
し
、
経
済

金
融
活
性
化
特
区
と
し
て
独
自
の
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
一
般
社
団
法
人
名
護
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

推
進
協
議
会
が
令
和
５
年
１
月
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
名
護
市
の
交
通
課
題
及
び
そ
れ
ら
の
解
決

策
と
な
り
得
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
技
術
に
関
す
る

講
義
と
名
護
市
と
縁
の
あ
る
事
業
者
と
地
元

学
生
と
の
共
創
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
名
護
市
の
交
通
課

題
を
整
理
し
、
各
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

た
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
案
と
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
作
成
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
取

組
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
３
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
地
元
学
生
が
中
心
と
な
り
、

名
護
市
の
交
通
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
作

成
し
た
事
業
案
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
案
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　
沖
縄
は
多
く
の
有
人
離
島
を
抱
え
る
県
で

も
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
等
を
背
景
と
し

た
人
口
減
少
が
進
む
離
島
も
多
く
、
交
通
分

野
の
み
で
な
く
、
福
祉
等
の
様
々
な
分
野
に

お
け
る
人
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

他
分
野
と
の
共
創
を
通
じ
た
地
域
公
共
交
通

の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
課
題
解
決
に
向
け
、
令
和
６
年
度
、
沖
縄

県
及
び
多
良
間
村
が
主
体
と
な
り
、「
〝
共

創
〞
で
住
み
続
け
ら
れ
る
島
へ
　
多
良
間
型

交
通
共
創
モ
デ
ル
実
証
事
業
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
集
落
内
に
お
け
る
高

齢
者
等
の
買
い
物
や
健
康
教
室
等
に
利
用
す

る
新
た
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
、
村
営
バ
ス
を
活

用
し
た
港
止
め
荷
物
の
置
き
配
サ
ー
ビ
ス

（
貨
客
混
載
）
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
別
途
、
多
良
間
村
に
お
け
る
自
動

運
転
の
導
入
に
向
け
た
技
術
検
証
や
実
証
等

も
行
う
な
ど
、
離
島
に
お
け
る
持
続
可
能
性

の
高
い
輸
送
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
に
向

け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
企
画
室
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
１
２

　
沖
縄
で
は
、
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど

自
家
用
車
中
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
こ
れ

ま
で
の
成
長
を
支
え
て
き
た
一
方
で
、
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
に
よ
る
時
間
損
失
・
生
産
性

低
下
、
著
し
く
低
い
公
共
交
通
の
分
担
率
に

伴
う
環
境
の
悪
化
、
二
次
交
通
の
利
便
性
の

低
さ
に
よ
る
観
光
客
の
沖
縄
離
れ
な
ど
、
こ

の
ま
ま
で
は
、
沖
縄
の
生
活
・
社
会
、
ビ
ジ

ネ
ス
、
観
光
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
か
ら
の
脱
却
を
図
る
た
め
、
経
済

界
、
交
通
・
観
光
関
係
者
、
行
政
等
が
一
体

と
な
っ
て
「
沖
縄
の
あ
り
た
い
姿
」
の
実
現

に
向
け
、 「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
」と「
効

率
的
な
移
動
環
境
の
整
備
」
を
車
の
両
輪
と

し
て
、
沖
縄
の
交
通
や
都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ

ン
に
取
り
組
み
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
県
内
の
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い

る
沖
縄
の
交
通
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
交
通
渋
滞
が
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

首
里
地
区
は
、
道
幅
が
狭
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

中
南
部
の
市
外
か
ら
那
覇
の
中
心
地
へ
向
か

う
通
過
地
点
で
あ
る
こ
と
や
、
坂
が
多
い
こ

と
で
住
民
の
移
動
手
段
が
車
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
首
里
に
は
モ
ノ
レ
ー
ル
の
駅
が

あ
り
、
市
内
外
の
バ
ス
路
線
が
通
っ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
公
共
交
通
を
利
用
出
来
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
長
年
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
昨

年
か
ら
首
里
地
区
を
対
象
に
内
閣
府
沖
縄
振

興
局
と
沖
縄
総
合
事
務
局
が
共
に
進
め
て
い

る
取
組
と
し
て
、
今
年
は
、
首
里
高
校
１
年

生
と
銀
行
３
行
の
職
員
を
対
象
に
、
今
ま
で

の
通
勤
・
通
学
ス
タ
イ
ル
を
一
定
期
間
見
直

し
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
通
勤
・
通
学

を
し
て
み
た
り
、
車
移
動
以
外
に
も
様
々
な

手
段
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う
機
会

と
し
て
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
交
通
渋
滞
の
大
き
な
要
因
の
１
つ
と
し
て

は
保
護
者
に
よ
る
学
生
の
送
迎
が
あ
げ
ら

れ
、
学
生
が
夏
休
み
に
入
る
８
月
は
朝
の
渋

滞
が
落
ち
着
く
と
い
っ
た
声
も
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
沖
縄
県
で
は
学
生
の
送
迎
に
関

す
る
問
題
点
や
解
決
策
に
つ
い
て
、
北
・
中
・

南
部
地
域
の
大
学
や
高
校
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
う
と
と
も
に
、
県
内
ほ
と
ん
ど
の
高

校
生
と
そ
の
保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
た
い
が
遅
延
な
ど
に
よ

り
学
校
の
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
」
や
「
自

宅
近
く
を
走
っ
て
い
る
公
共
交
通
機
関
が
な

い
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
あ
っ
た
一
方
、
そ

の
た
め
の
解
決
策
と
し
て
、「
公
共
交
通
機

関
の
遅
延
に
よ
る
遅
刻
を
な
く
し
て
ほ
し

い
」
や
「
公
共
交
通
機
関
の
路
線
を
増
や
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
、
高
校
生
、

大
学
生
、
地
域
間
で
の
意
見
の
差
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
高
校
生
の
保
護
者
か
ら
「
交
通
の
便

が
悪
く
学
校
選
択
の
幅
が
狭
ま
る
」、「
公
共

（※

）Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
は
、M

obility as a 
Service

の
略
で
、公
共
交
通
を
含
め
た
、

自
家
用
車
以
外
の
全
て
の
交
通
手
段
に

よ
る
移
動
を
１
つ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

捉
え
、
シ
ー
ム
レ
ス
に
繋
ぐ
移
動
の
概

念
、
ま
た
そ
れ
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
。

名護市交通課題解決ワークショップの様子

EVカート実証実験の様子

琉
大
ス
マ
ー
ト
通
学
実
験

（
琉
球
大
学
・
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
等
）

名
護
市
の
地
域
交
通
課
題
解
決
を

担
う
モ
ビ
リ
テ
ィ
人
材
育
成
事
業

（
一
般
社
団
法
人
名
護
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
協
議
会
）

多
良
間
型
交
通
共
創
モ
デ
ル
実
証
事
業

（
沖
縄
県
・
多
良
間
村
）
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